
人吉市

相良村

五木村

八代市泉町

築切砂防堰堤
（継続事業）

小川第２砂防堰堤
（継続事業）

九折瀬地区砂防堰堤群
（継続事業）

高野川第２砂防堰堤
（継続事業）

横手谷砂防堰堤改築
（継続事業）

令和２年度 砂防事業実施箇所

ホンノコウ谷川砂防堰堤
（継続事業）

0

初神地区砂防堰堤群
（継続事業）

合計１０箇所
（うち工事実施は７箇所）

●：工事、 ：調査設計・用地

川辺川流域砂防設備改築
（鴦山川砂防堰堤補修）

川辺川流域砂防設備改築
（樅木川砂防堰堤補修）

川辺川流域砂防設備改築
(山口谷川流路工補修）



初 神 地 区 砂 防 堰 堤 群（相 良 村）

平成20年6月出水では
流出土砂が家屋まで到達施工箇所（初神第２砂防堰堤）

上流の荒廃状況
（初神第２砂防堰堤）

保全対象

初神第２砂防堰堤

多目的集会施設（避難場所）施工箇所（初神第３砂防堰堤）

上流の荒廃状況
（初神第３砂防堰堤）

今年度は、砂防堰堤、管理用道路の用地取得を進めていきます。
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初神第３砂防堰堤



九 折 瀬 地 区 砂 防 堰 堤 群（五 木 村）
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九折瀬第２砂防堰堤
（H27.3完成）

【砂防災害関連緊急事業】

村道九折瀬線

川辺川

九折瀬砂防堰堤
（H27.3完成）

【砂防災害関連緊急事業】

渓流保全工
（H29.8完成）

＜主な保全対象＞
・人家 ９戸
・集会所（避難場所）
・村道九折瀬線、神屋敷線
・製茶工場 等

【保全対象】
九折瀬地区

九折瀬第３砂防堰堤

九折瀬第３砂防堰堤
（令和２年度 堰堤・渓流保全工工事）

今年度は引き続き、九折瀬第３砂防堰堤本体および渓流保全工の工事を
進め、完成予定です。



築切砂防堰堤

3
国道４４５号

川辺川

管理用道路

１

築 切 砂 防 堰 堤（五 木 村）

＜主な保全対象＞
・人家 １６戸
・国道４４５号

【保全対象】
白水地区

今年度は昨年度に引き続き、砂防堰堤本体工事および管理用道路の工事を
進め完成予定です。

１ 砂防堰堤整備状況



五木小川

高野川砂防堰堤
（完成）

高野橋

高 野 川 第 ２ 砂 防 堰 堤（五 木 村）
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高野川第２砂防堰堤

工事（管理）用道路

今年度は昨年度に引き続き、砂防堰堤本体および管理用道路工事を進
め完成予定です。

＜主な保全対象＞
・人家 １０戸
・高野地区集会所（避難関連施設）
・主要地方道（県道宮原五木線）

【保全対象】
高野地区

１

砂防堰堤整備状況

１



横 手 谷 砂 防 堰 堤 改 築（五 木 村）
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今年度は、用地取得を行うために必要な調査・測量、用地交渉を進める予
定です。

川辺川

横手公園

完成イメージ図

現況写真
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小川砂防堰堤

平瀬砂防堰堤

頭地代替地

①

②

①

②

③

④

土砂流出状況

H24.2撮影 H25.5撮影

土砂流出による堆砂状況（五木小川1k200地点）

小 川 第 ２ 砂 防 堰 堤（五 木 村）

小川第２砂防堰堤

④
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今年度は、用地取得を行うために必要な調査・測量、用地交渉を進める予
定です。

法面崩落状況 川辺川
五木小川

②

③

河道内土砂堆積状況



ホ ン ノ コ ウ 谷 川 砂 防 堰 堤（八代市泉町）
今年度は、工事用道路を整備し、本体工事に着手します。

、

保全対象

久連⼦川

県道 久連子落合線

市道 九連子待切線

久連子古代の里

ホンノコウ谷川砂防堰堤

久連子川第２砂防堰堤

久連子川砂防堰堤

林道 日添線

完成イメージ図
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鴦山川第２砂防堰堤
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今年度は、鴦山川砂防堰堤において著しく洗堀している箇所に対して
の補修設計等を行う予定です。

鴦山川砂防堰堤

基礎洗掘対策
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1/11
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▽412.43

▽399.63

▽393.63

▽397.43

堰堤基礎の掘箇及び落下水
の影響範囲にコンクリートを打
設し、基礎洗掘を防ぐ

鴦 山 川 砂 防 堰 堤 補 修 （五 木 村）



樅 木 川 砂 防 堰 堤 補 修 （八代市泉町）
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今年度は、樅木川砂防堰堤において著しく洗堀している箇所に対して
補修工事を行う予定です。

樅木川

樅木川砂防堰堤

副堤 基礎洗掘

堰堤基礎の洗掘箇所及び
落下水の影響範囲に
コンクリートを打設し、
基礎洗掘を防ぐ

基礎洗掘対策のイメージ
（堰堤を横から見た場合）



山 口 谷 川 流 路 工 補 修（相良村）

山口谷川流路工の護岸工において著しく洗堀している箇所に対して補修
工事を行う予定です。

護岸の基礎洗掘がこのまま進行すると、護岸の安定性の低下が懸念される。

山口谷川流路工 護岸基礎洗堀の状況
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